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板橋区の各地域ケア会議について 

 
板橋区の地域ケア会議は、裏面の図のとおり各会議を位置づけています。 

各地域ケア会議が連携を密にし、他の多様な業務や会議等を連動させることで、板橋区版ＡＩＰ

の実現に向けて、地域ケア会議が果たすべき機能を強化していきます。 

 

 

【地域ケア会議とは】 

 地域ケア会議とは、高齢者個人に対する支援の充実と、それを支える社会基盤の整備を同時に進

めていく、地域包括ケアシステムの実現に向けた重要な手法の一つです。 

 地域ケア会議は、個別の事例について検討する「地域ケア個別会議」と地域ケア個別会議等から

明らかになった地域課題を検討し、政策提言等を行う「地域ケア推進会議」の２つに大別されます。 

 

 

【地域ケア個別会議とは】 

 「地域ケア個別会議」は、地域包括支援センター業務に位置づけられた５つの業務（総合相談、

権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメント、介護予防ケアマネジメント、認知症支援）に対応し

て、カンファレンスを含む個別支援及び事業で把握した困難事例について検討を行っています。 

 

 

【地域ケア推進会議とは】 

「地域ケア推進会議（日常生活圏域レベル）」は、「地域ケア個別会議」で抽出した地域課題やそ

の他の業務の中で把握した地域課題を、地域の専門職若しくは地域住民を交えて共有、検討します。

検討の中で、地域課題の解決に向けて、「地域ケア推進会議（区レベル）」で検討が必要なこと、第

２層協議体（支え合い会議）等に連携することを整理し、その他の会議体においても必要に応じて

情報提供等を行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

※「地域ケア推進会議」及び「地域ケア個別会議」を総称して、「地域ケア会議」という。 

【板橋区版 AIPの推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策形成 

機能 

個別課題 

解決機能 

小地域ケア会議 

支援困難事例等の支援

内容の検討を通じて、ケ

アマネジメント実践力

の向上、地域のネットワ

ーク構築、地域課題の把

握をめざす。 

地域リハビリテーション

サービス調整会議 

医師を交えて、要支援者

の心身機能、活動参加を

高める検討を行い、本人

の自立支援、参加者のケ

アマネジメント力向上、

多職種連携をめざす。 

認知症初期集中支援事業

チーム員会議 

認知症の人やその家族

に早期に関わり、早期診

断・早期対応に向けた支

援体制を構築していく。 

 

地域ケア個別会議 

地区ネットワーク会議 

（日常生活圏域レベル地域ケア推進会議） 

地域ケア個別会議で検討した事例のうち、以下の

いずれかの方法で開催する。 

【専門職中心型】 

医療・介護連携に関する個別事例や地域課題等に

ついて医療職、介護職、区職員が専門的に検討し、

ネットワークの構築、課題の把握、資源開発に結

び付ける。 

【地域住民参加型】 

住民・専門職等が参加し、インフォーマルな地域

課題・地域資源等を整理、共有する。 

地域ケア政策調整会議（区レベル地域ケア推進会議） 

日常生活圏域レベルの地域ケア推進会議から提案された地域課題と解決の方

向性について、情報共有を行う。その地域課題を踏まえて、課題の解決に向け

た新たな施策・事業の実施やサービスの提供体制等について協議・検討し各部

署において取組を進めていく。 

板橋区ＡＩＰ推進協議会、板橋区地域ケア運営協議会、板橋区高齢者保健福

祉・介護保険事業計画委員会  等 

地域包括支援センター所掌業務 

個別ケース検討（カンファレンス）：各業務において随時実施 

第２層協議体 

（支え合い会議） 

住民・専門職等が参加

し、生活支援コーディネ

ーターが中心となって、

インフォーマルな地域

課題・地域資源等を整

理、共有する。 

各地域包括支援センタ

ーは、第２層協議体の運

営の後方支援をする。 

報告・情報共有 意見・提言 

地域課題と解決の方向性を提案 

把握した地域課題を共有・検討 情報共有・連携 

会議の機能・目的 

地域課題 

発見機能 

ネットワーク 

構築機能 

地域づくり 

資源開発 

機能 

基盤整備 

事業化の検討、 

他部署へ提案等 


